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午前10時00分 開議 

（出席議員数17名） 

───────────────────────── 

開  議  宣  告 

───────────────────────── 

○議長（北猛俊君） これより、本日の会議を開きます。 

───────────────────────── 

会議録署名議員の指名 

───────────────────────── 

○議長（北猛俊君） 本日の会議録署名議員には、 

今   利 一 君 

日 里 雅 至 君 

を御指名申し上げます。 

───────────────────────── 

 日程第１ 市政に関する一般質問 

───────────────────────── 

○議長（北猛俊君） 日程第１、昨日に引き続き、市政

に関する一般質問を行います。 

 それでは、ただいまより、大栗民江君の質問を行いま

す。 

 ９番大栗民江君。 

○９番（大栗民江君） -登壇- 

 おはようございます。 

 通告に従い、一般質問いたします。 

 １件目、情報化への対応についてお伺いいたします。 

 １項目めは、本市のコンピューターを管理しているソ

フトウエア、ＯＳについてお伺いいたします。 

 今日、情報通信技術の飛躍的な進展により、ｉＰａｄ

やタブレット端末、スマートフォンなど、情報化社会は

市民生活により身近なものとなってきております。いま、

地方公共団体にとっても、地方自治の情報化は効率、利

便、安心なコミュニティ形成における必須項目として明

確に認知されています。 

 こうした中で、国内におけるパソコンの３分の１に搭

載されているマイクロソフト社の基本ソフト、ＯＳ、ウ

ィンドウズＸＰのサポート期限が来年４月９日に切れる

こととされております。これ以降にセキュリティにふぐ

あいが見つかった場合には、修正ソフトも提供されず、

情報漏れなどの危険性が高まることとなるのは明白で

す。富良野市では、庁内ＬＡＮで管理しているパソコン

は、300台から350台ほどとお聞きしておりますが、本市

におけるウィンドウズＸＰの対策はどのようになってい

るのでしょうか、また、サポート期限終了について、ど

のような対策をなされようとしておられるのでしょう

か、お伺いいたします。 

 加えて、庁内ＬＡＮとつながっている関係機関・団体

との周知、対策への取り組みについてもお伺いいたしま

す。 

 ２項目めは、住民データを守るための対策として、自

然災害発生時に同時に被災する可能性が低い遠隔の友好

都市などと住民データのバックアップ行うケースがふえ

てきております。また、業務システムが停止した場合の

対策として、万が一の災害時に人口規模や業務システム

の構成が類似している自治体間で総合利用するための協

定を結ぶケースも見られます。しかし、災害に備えて他

自治体との連携を計画する際、使用している業務システ

ムが異なると連携が難しいというケースになります。 

 北海道では、次世代型電子行政共通基盤を構築し、こ

れを道内の自治体が共有できるよう整備を進めており、

この中にデータバックアップ対応の標準化や、業務標準

化も盛り込まれておりますが、これらに対する本市にお

ける課題と災害時に行政事務の根幹をなす行政システム

の事業継続のためにどのような対策がなされているので

しょうか、お伺いいたします。 

 ２件目、刊行物の情報発信、有償頒布についてです。 

 現在、本市の刊行物は、市民に閲覧可能なように図書

館や生涯学習センターなどに設置されています。各部や

各課においては、地域資料やさまざまな計画書が掲示さ

れており、富良野の歴史や市政運営に関する重要なもの

も多数あります。市民の中には、多少、お金を支払って

でも市の発行する刊行物を求め、行政運営を理解しよう

とする方もおられ、毎年、予算書を購入している方もい

ます。 

 富良野市は、開庁110年を迎えます。富良野の市史は、

絶版になっているものや、逆に、在庫を抱えているもの

もあるとお聞きしております。市の刊行物の現状把握は

どのようになっているのでしょうか。 

 また、増版についての考え方もお知らせ願います。 

 市の施策を市民に提供するため、市で発行する多くの

ジャンルの刊行物を、より多くの方に知ってもらうとと

もに、販売増にもつながるように、有償刊行物の一覧掲

載や有償頒布方法について取り組むべきと考えますが、

お伺いいたします。 

 ３件目、住居表示についてお伺いいたします。 

 少子高齢社会の到来で、まちの形態も変化し、マンシ

ョンなどが建ち並び、地域での触れ合いが希薄となり、

近隣住民の名前を知らない方がふえてきております。他

市町村から富良野に交流で来られる方々に住所を聞かれ

ても、範囲が広大で正確に教えることができずに御不便

をかけてしまうことがあります。また、配達員の御苦労

やメール便や投票用紙の未到着などの声をお聞きするこ

ともあります。 

 本市は、農業と観光のまちですので、観光振興対策促

進の観光振興に対する施策づくりについて、各種団体な

どから学田三区、御料、五区などの地区は、一地区が広

域であり、かつ、番地が振られていない、観光客の誘導
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という観点から不便であり、住居表示の細分化の要望書

が本市に届けられております。現状認識についてお伺い

いたします。 

 北の峰地区及び周辺での町内会の総会でも、地名の歴

史とか伝統、地区の範囲などが話題に上がっておりまし

た。特に、学田三区は、平成６年に住民アンケートを実

施されたとお聞きしておりますが、それから既に19年が

経過いたしました。再度、アンケートの実施が必要と考

えますが、市長の考えをお伺いいたします。 

 以上で、１回目といたします。 

○議長（北猛俊君） 御答弁を願います。 

 市長能登芳昭君。 

○市長（能登芳昭君） -登壇- 

 おはようございます。 

 大栗議員の御質問にお答えをいたします。 

 １件目の情報化への対応についての１点目のコンピュ

ーターを管理しているソフトウエアについてでありま

す。 

 事務に使う庁内ＬＡＮ用パソコンとして、現在、320

台導入されております。そのうち、60台がウィンドゥズ

ＸＰとなっているところでございます。このＸＰ60台に

つきましては、本年度30台、来年度30台の更新を予定し

ておりまして、あわせて、オフィスソフトも更新をして

まいりたいと考えているところであります。パソコンの

更新に当たりましては、導入年次に応じた計画的な更新

を実施してきており、今後においても導入費用の平準化

を図るために計画的に行ってまいりたい、このように考

えているところであります。 

 庁内ＬＡＮのセキュリティ対策につきましては、イン

ターネットにつながっている環境にあることから、ファ

イアウォールやウイルス対策ソフトの導入により、外部

からの侵入を防ぐ処置をとり、また、ウイルス混入の危

険性や情報流出の防止のため、ＵＳＢメモリー等の使用

を制限するなどの対策をしているところであります。今

後も、個人情報の保護、情報セキュリティポリシーに基

づく情報の保護を図ってまいります。 

 また、市役所内に事務局等が設置されている各種協議

会、団体等用として接続されているパソコンについても、

各事務局へ該当するパソコンの更新を行うよう周知を図

ります。 

 次に、２点目の住民データ対策についてであります。 

 本市は、ネットワーク上で複数の自治体が共同で業務

システム運用を行う自治体クラウドを推進する北海道電

子自治体共同運営協議会に参加しておりますが、同協議

会が進めております北海道自治体クラウドサービスにつ

いては、現在、深川市及び弟子屈町など道内５市町で導

入をされているところであります。自治体クラウドのメ

リットといたしましては、システムの標準化、共同開発、

共同利用等による経費節減、外部施設にデータを保管す

ることによる災害時の安全確保が上げられる一方、課題

としては、自治体独自での業務等への対応は困難であり、

通信回線遮断時にはシステムの使用ができなくなるとと

もに、導入する場合には既に導入しているシステムの更

新に合わせた準備を進める必要がございます。 

 現在、富良野市の住民情報システムは、市役所庁舎内

にサーバーを設置し、各端末から情報にアクセスするこ

とにより、証明書の発行業務などを行っておりますが、

今後、クラウド化による業務の標準化、業務継続性、デ

ータの安全性等について、現在のシステムとの比較検証

を行うと同時に、近隣自治体の状況も含め、調査研究を

してまいります。 

 ２件目の刊行物の情報発信、有償頒布についての有償

刊行物の一覧掲載や有償頒布方法の取り組みについてで

あります。 

 本市の発行物は、その行政目的や内容、使用方法など

を検討した上で必要部数を発行し、関係者に対して無償

で配付をしております。また、市民が供覧できるよう、

市役所、支所の行政情報コーナーや図書館に常置すると

ともに、可能な限り市のホームページに掲載しておりま

すが、種類によりましては希望により有償で頒布をして

いるところであります。現在、本市が発行しているもの

のうち有償で頒布しているものは、市の予算書や決算書、

生涯学習センターのガイドブックなど６種類でございま

す。 

 また、過去に発行したが、既に絶版となっているもの、

あるいは、現在、頒布しているものの増版につきまして

は、ニーズやタイムリー性、印刷コストなどを考えて判

断する必要がありますが、版権に支障がなくコピー等で

対応できるものを除いて、改めて増刷することは、当面、

考えておりません。 

 次に、有償刊行物の一覧掲載や郵送頒布の取り組みに

ついてであります。 

 有償頒布物である生涯学習センター発行のガイドブッ

ク等につきましては、既に生涯学習センターのホームペ

ージで紹介をし、郵送を含めて頒布しているところであ

り、頒布のできないものにつきましては、引き続き、市

の行政情報コーナーなどを利用して閲覧いただきたい、

このように考えているところでございます。 

 ３件目の住居表示についての住居表示の細分化につい

てであります。 

 住居表示は、住所をわかりやすくするために設けられ

た制度であります。本市におきましては、富良野市住居

表示実施基準により、表示方式として、地域の性格、形

態、人口及び世帯数を勘案して町の区域を定め、公道等

によって街区割りを行い、住居番号を決める街区方式を

採用しているところであります。これまでに実施した地
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区では、宅地造成され、地区内の全ての住宅の住所が同

じで区別がつかない場合や、同一地区で複数の住所表記

があり、隣同士でも住所が異なるなどの問題を解消する

ために行ってまいりました。 

 次に、学田三区、御料、五区の地区の現状でございま

す。 

 御料及び五区については、地区の人口、世帯数に大き

な変動はなく、下御料、中御料の道道山部北の峰線、道

道985号沿いの一部に住宅やペンション等の宿泊施設が

建設されてきておりますが、基本的に農村地区であり、

現段階では住宅地形成における面的な広がりがないこと

から、当面は住居表示を進める状況にはないと考えてい

るところであります。また、学田三区につきましては、

農家、工業団地、会社、事務所等々、一般住宅、アパー

ト、マンションが混在している地区であり、平成６年に

実施しましたアンケート調査では、住居表示の実施は余

り急がなくてもよいとの意見が多かったことから、当時

の住居表示審議会において今後の実施予定地区として位

置づけられたところであります。同地区は、近年、アパ

ート、マンション等の建設等により人口、世帯数とも増

加していることから、今後、地元の意見交換等により意

向を把握してまいりたい、このように考えているところ

でございます。以上であります。 

○議長（北猛俊君） 再質問はございますか。 

 ９番大栗民江君。 

○９番（大栗民江君） 通告をいたしました１件目から

再質問していきたいと思います。 

 ＸＰで残っている台数で、今年度、予算で情報運営管

理事業費として30台分を議会でも承認をしたところです

が、来年度また30台と、これに関しましては来年度早々

に対応すると思いますが、４月９日分の中ではもう少し

安心してできるように前倒しで取り組むべきではないか

と思いますが、お伺いいたします。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 総務部長近内栄一君。 

○総務部長（近内栄一君） 大栗議員の再質問にお答え

いたします。 

 本年度30台更新、そして、来年度で30台更新と、その

来年度の部分につきまして前倒しで取り組んではいかが

かという御質問でございます。 

 現在、導入しているパソコンについて、可能な限り、

業務に支障がない限り使っていく中で、当然、セキュリ

ティの問題、そういった部分がございます。そういった

中で、庁内ＬＡＮのシステムにつきましては、外部から

のウイルス等の侵入を防ぐためのファイアウォールとい

う防御壁といったものを用意しながら、基本的には現在

のパソコンで対応しても大丈夫な、そういった状況でご

ざいます。ただ、ＸＰの問題につきましては、万が一、

ウイルスが入った後の事後処理として、サポートのシス

テム、サポートのプログラムが供給されるかどうかとい

うことでございまして、そういった中で、現段階では安

全と考えておりますが、ただ、万が一の部分のサポート

を考えて計画的に取り組もうというふうに考えていま

す。 

 そういった中で、計画的にパソコン更新ということで、

今年度30台、そして、来年度30台という基本的な考えで

ございますが、来年度につきましては、早急に年度の初

めに速やかに更新できるような、そういった形で準備を

進めてまいりたいというふうに考えております。以上で

ございます。 

○議長（北猛俊君） 続いて、質問はございますか。 

 ９番大栗民江君。 

○９番（大栗民江君） 来年度の早いうちにという御答

弁でございましたが、早いうちにといいますと、来年、

年明け４月１日からもう来年度になるわけです。大事な

市長の秘書課のパソコンも来年度ということでお伺いし

ておりますが、なるべく早く、前倒しで、きちんと安心・

安全な市役所の情報管理の取り組みをしていただきたい

と思いますので、再度、御答弁をお願いいたします。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 総務部長近内栄一君。 

○総務部長（近内栄一君） 大栗議員の再々質問にお答

えいたします。 

 来年度のパソコンの導入に関しましては、基本的には、

４月９日のサポート期限切れ以降の部分について問題が

ないように、いろいろなさまざまな条件がございますの

で、そういった中で対応していきたいと考えております。

以上でございます。 

○議長（北猛俊君） 続いて、質問はございますか。 

 ９番大栗民江君。 

○９番（大栗民江君） わかりました。 

 先ほどの市長の答弁の中で、いろいろな部分に対しま

しては、導入年度において計画的に取り組みを進めてい

るという御答弁でございました。更新も、パソコンによ

っては５年だったり、６年だったり、７年だったりと、

さまざまな、統一の更新年度ではないということで私は

思っているのですが、これについて、例えば更新計画と

いうような取り組みの協議ということはされたことがあ

るのでしょうか。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 総務部長近内栄一君。 

○総務部長（近内栄一君） 大栗議員の再質問にお答え

いたします。 

 それぞれ、本市におきまして導入されているシステム、

住民情報システムあるいは財務会計システム、庁内ＬＡ

Ｎシステム、それから、健康管理、あるいは家屋評価、
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道路河川とさまざまなシステムがございます。それぞれ

リース契約の期間等が設定されておりまして、導入年度

も異なっておりますが、そういった中で、計画的に特定

の年度に経費が莫大にかからないように平準化を図りな

がら進めているところでございまして、そういった意味

で計画的にシステムの管理を行っているところでござい

ます。以上でございます。 

○議長（北猛俊君） 続いて、質問はございますか。 

 ９番大栗民江君。 

○９番（大栗民江君） 続きまして、住民データを守る

ための対策なのですけれども、いま、国のほうでもマイ

ナンバー法案が一応成立したり、これから、どんどんと、

自治体にいろいろなこういう情報機器管理に関しての運

営経費というのが財政的にも莫大にかさんでくるのでは

ないかと思っているのですが、そういう中で、将来、進

むべき方向性として、情報化のこういう計画や基本構想

みたいなものを上げながら全庁的に取り組みを行ってい

るようなところもあるのですが、それに関しまして、今

後、富良野市の進むべき方向性とか将来に対しての方針

というのはどのようになっているのでしょうか。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 総務部長近内栄一君。 

○総務部長（近内栄一君） 大栗議員の再々質問にお答

えいたします。 

 先ほどもお答えさせていただきましたが、システムの

更新に関しましては、計画的に、しかも経費的にも平準

化が図られるようにということで進めてございまして、

そういった中で、各システム間でそのあたりの調整を図

りながら検討を進めているという状況でございます。以

上でございます。 

○議長（北猛俊君） 続いて、質問はございますか。 

 ９番大栗民江君。 

○９番（大栗民江君） 続きまして、２件目の刊行物の

再質問のほうに移らせていただきます。 

 先ほどは、可能な限りホームページに掲載して、有償

頒布ができる刊行物は６種類という御答弁をいただきま

した。そういう中で、刊行物が必要な市民の方にとって

は関係者に無償で配付していただいているというのが富

良野市のまちだということであります。市の施策を本当

に市民に提供するためには、現在、生涯学習センターで

頒布したり、ホームページや情報コーナーで閲覧できる

ようにしているということでありますが、これを一元的

に発信するということに対しまして、再度、お伺いいた

します。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 総務部長近内栄一君。 

○総務部長（近内栄一君） 大栗議員の再質問にお答え

いたします。 

 一元的に市の頒布している刊行物について情報発信を

してはという御質問だと理解しております。 

 現在、一元的に、情報について、市役所あるいは支所、

それから図書館等に設置をして情報コーナーということ

で紹介をさせていただいているとともに、それぞれの刊

行物については、お使いいただく市民の方の目的という

のがあろうかと思います。そういった目的別に提供する

ということが必要かと思いますので、そういった中で、

一元的には市の情報コーナーを見ていただければと思い

ます。資料が入っているフォルダーのタイトルの下のほ

うに、市役所総務部企画振興課ということで記載されて

おりますが、そういったところを総合窓口といたしまし

て、情報を必要な方に対して適切な情報を御案内するこ

とが必要かということで、あわせて、ホームページでも

分野別に問い合わせ先等をわかりやすくしながら提供す

るように、そういった形で進めてまいりたいと考えてお

ります。以上でございます。 

○議長（北猛俊君） 続いて、質問はございますか。 

 ９番大栗民江君。 

○９番（大栗民江君） できる限りわかりやすく市民の

方に提供していただけるということであります。 

 そういう中で、いま、有償頒布の刊行物が６種類とい

うことでありますが、さらにこれを拡大していくという

形でのお考えは、どのようなお考えをお持ちでしょうか。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 総務部長近内栄一君。 

○総務部長（近内栄一君） 大栗議員の再々質問にお答

えさせていただきます。 

 市の刊行物に関しましては、それぞれ、目的、それか

ら対象者がどなたなのかといったことを勘案しながら、

必要な部数について印刷をしているという状況がござい

ます。そういった中で、必要な部数以上のものは増刷し

ていないのですが、もう一つは、購入希望者は限られて

います。現状で言いましても、１年に、それぞれの刊行

物について、例えば100冊単位で必要とされているかとい

うと、そういった状況でもございません。そういったこ

とを勘案いたしますと、必要により問い合わせいただき、

それに対して柔軟な対応をとっていくというのが適切か

と判断してございます。以上でございます。 

○議長（北猛俊君） 続いて、質問はございますか。 

 ９番大栗民江君。 

○９番（大栗民江君） 昨年、市民連合と会派視察に伺

った大分県の豊後高田市でありますけれども、あそこは

教育のまちということをまちのキャッチコピーのような

形で取り組んでおられて、そして、地方からの教育創造

ということで、さまざま、「昭和の町は教育のまちです」

ということで、そのまちらしい取り組みをやっていきな

がら、いま、第４集目のそういう発行冊子ができている
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という中では、富良野市においても、富良野市らしい取

り組み、また、さまざまな計画をそれぞれの部や課で持

ってやっております。そういう中で、富良野らしいもの

に関しては、こういう、いろいろな、ぱんと単発的に冊

子が終わるのではなくて、何かこういうものを、シリー

ズのような、うちのまちとして取り組んでいくという、

そういう考えについてお伺いいたします。 

○議長（北猛俊君） ただいまの質問の趣旨について、

確認させていただきますので、暫時休憩いたします。 

─────────────── 

午前10時33分 休憩 

午前10時39分 開議 

─────────────── 

○議長（北猛俊君） 休憩前に引き続き、会議を開きま

す。 

 休憩前の大栗民江君の質問についてでありますけれど

も、内容精査のため、議会運営委員会を開催させていた

だきます。 

 暫時休憩いたします。 

─────────────── 

午前10時39分 休憩 

午前10時56分 開議 

─────────────── 

○議長（北猛俊君） 休憩前に引き続き、会議を開きま

す。 

 休憩中、議会運営委員会が開かれましたので、議会運

営委員会より報告を願います。 

 議会運営委員長日里雅至君。 

○議会運営委員長（日里雅至君） -登壇- 

 議会運営委員会より、協議の結果を報告いたします。 

 大栗議員の再質問でございますけれども、再質問の内

容が広がり過ぎておりますので、整理をしていただいて

再質問をしていただくことになりました。 

 協議の結果でございます。 

○議長（北猛俊君） ただいま、議会運営委員長報告の

とおり、会議を進めさせていただきますので、よろしく

お願いをいたします。 

 それでは、大栗民江君の再質問をお願いいたします。 

 ９番大栗民江君。 

○９番（大栗民江君） 申しわけありませんでした。 

 再質問いたします。 

 先ほどの御答弁の中では、ただいま６種類のそういう

有償頒布の刊行物があると。それ以降におきましては、

現状とニーズに応じるということでありますので、今後、

ニーズ掌握の取り組みについて確認をさせていただきま

す。 

○議長（北猛俊君） 御答弁を願います。 

 総務部長近内栄一君。 

○総務部長（近内栄一君） 大栗議員の再質問にお答え

いたします。 

 市の刊行物につきましては、現在、６種類を有償でと

いうふうなことで出してございますが、今後も、目的、

内容、それから、使用方法、対象者といったことをしっ

かり確認しながら必要な部数を発行し、関係者に対して

は無償で配付ということ、それともう一つは、特に調査

研究等で必要な方につきましてはそれぞれ状況に応じて

対応してまいりたい、そのように考えています。以上で

ございます。 

○議長（北猛俊君） 続いて、質問はございますか。 

 ９番大栗民江君。 

○９番（大栗民江君） 続きまして、３件目の住居表示

についてお伺いいたします。 

 住居表示におきましては、要望の部分に関しては、富

良野は街区方式をとっていて、いまのところは面的には

問題ないので現状のままという形での御答弁でございま

した。その中、特に学田三区は、意向把握をしていきた

い、アンケート調査に関して、するかどうかは、まずは

意向を把握していきたいという御答弁でございましたの

で、アンケートの実施をしていただけるということで私

は理解をしております。それでよろしいでしょうか。 

○議長（北猛俊君） 御答弁を願います。 

 総務部長近内栄一君。 

○総務部長（近内栄一君） 大栗議員の再質問にお答え

いたします。 

 答弁の中でもお答えさせていただいておりますが、ア

ンケートを行うというふうにはお答えしておりませんの

で、そのようなことで御理解いただきたいと思います。 

○議長（北猛俊君） 続いて、質問はございますか。 

 ９番大栗民江君。 

○９番（大栗民江君） 学田三区は、平成６年に住民ア

ンケートが実施されて、先ほどは余り急がなくてよいと

いう御答弁でございましたが、そのときのアンケートで

は回収率66％で、約63％の方が学田三区の住居表示は必

要と回答されております。そういう中では、既に19年経

過して20年目に入ります。本当に、あそこは少子高齢化

がありますが、人口がふえて、そしてマンション等もふ

えてきているところです。一軒家ではなくて、マンショ

ンとか、そういうところがふえてきているところであり

ますので、本当にしっかりと住民の皆さんの意向を把握

していただいて、再度、そういう御不便をなさっていら

っしゃる方がいるということの中で、何とか検討してい

ただきたいと思いますが、御答弁のほうをよろしくお願

いいたします。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 市長能登芳昭君。 

○市長（能登芳昭君） 大栗議員の再々質問にお答えを
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申し上げたいと思います。 

 住居表示の関係でございますけれども、先ほど住居表

示のそれぞれ目的を御答弁させていただきました。 

 学田三区につきましては、平成６年に調査をいたしま

して、いま、御質問があった内容になったわけでありま

すけれども、これは、先ほど御答弁した中では、地元と

の意見交換をしないと、行政が勝手にアンケートをやる

わけにいかないのですよ。ですから、この答弁の中で申

し上げましたとおり、今後、地元との意見交換を十分し

ながらこの対応を考えていかなければならない、このよ

うに考えておりますので、御理解を賜りたい、このよう

に思います。 

○議長（北猛俊君） よろしいですか。 

（「了解」と呼ぶ者あり） 

○議長（北猛俊君） 以上で、大栗民江君の質問は終了

いたしました。 

 ここで、10分間休憩いたします。 

─────────────── 

午前11時03分 休憩 

午前11時10分 開議 

─────────────── 

○議長（北猛俊君） 休憩前に引き続き、会議を開きま

す。 

 次に、岡本俊君の質問を行います。 

 ８番岡本俊君。 

○８番（岡本俊君） -登壇- 

 それでは、通告に従い、質問してまいります。 

 まず最初に、富良野市農業及び農村基本計画について

お伺いいたします。 

 日本列島の歴史の始まりは、いろいろな諸説がありま

したが、1960年代に放射性炭素年代測定法が導入され、

縄文時代の創世記は１万数千年前の旧石器後期とされま

した。人は、移住から定住、集落形成と相互の交流、そ

の後の稲作技術の伝来による弥生時代、古墳時代、飛鳥

時代、奈良時代と数多くの時代を変遷し、近代、現代へ

と歴史を重ねてまいりました。その中心軸には、稲作に

適した気象条件のもとで、瑞穂の国と言われるように稲

作のもとで経済は発展し、同時に、芸術文化を創造し、

独自の文化を開化してまいりました。 

 明治以降は、農業から工業へと移行し、特に、戦後は

日本経済の工業化、輸出立国を目指した60年代の高度成

長時代の経済構造変化は、農村から人、農地、水を、第

２次産業、第３次産業へと収奪し、80年代のバブル経済、

そして、バブル経済の崩壊、戦後の日本経済の発展、輸

出に伴い、農産物の輸入が拡大し、現在、日本の食料自

給率は40％を切り、日本の主食の米が、昨年、パンにか

わったという統計も出されました。 

 このような中で、昨年12月に行われた衆議院選挙の争

点の一つであったＴＰＰの問題に関し、道民の声を無視

し、安倍総理大臣は、ことし３月にＴＰＰ参加を表明い

たしました。参加のために、アメリカのオバマ大統領と

の日米合意では、農業、保険、自動車、医療など大きく

譲歩し、７月15日から25日まで開催されるマレーシア18

回会合には、日本は、アメリカの議会の承認手続が終わ

る23日から３日間程度の参加が可能となったわけであり

ます。しかし、日米事前協議で日本の異常な譲歩でアメ

リカの主張をほとんど受け入れた結果の参加は、農産物

の関税撤廃の例外はないものと言っても過言ではないと

思います。そもそも、ＴＰＰ貿易で利益を得るグローバ

ル企業にとって有利なルールが優先され、国内農林水産

業や地域経済はもとより、医療など生命にかかわる国民

生活に大きな影響を及ぼすものであり、特に食べ物の安

全性に対して、私は強い懸念を思っております。国会に

おいて重要品目の関税撤廃の例外を確保したことを求め

る農林水産委員会決議は、譲歩する余地のない最低ライ

ンであることを、改めて、政府は強く認識すべきである

と思います。ＴＰＰ参加は、これまで富良野農業が築き

上げた野菜、施設野菜、輪作体系など多様な生産体系を

確立した農業経営に対し、関税障壁の撤廃、さらには畑

作の野菜化など、２次的要因での影響は大きいものがあ

り、今後の富良野農業に大きな影を落とすものでありま

す。 

 このような中で、富良野市農業及び農村基本計画策定

のための農政審議員の公募が今月３日より始まり、７月

より５年間の計画の本格的な議論がいま始まろうとして

おります。私は、昨年12月においても富良野市農業及び

農村基本計画について質問しましたが、ＴＰＰに関して

は、衆議院選挙後の政権の判断もあり、触れませんでし

たが、政府がＴＰＰ参加表明して情勢が大きく変化し、

日本農業に次元の超えたＴＰＰの大きなうねりが迫って

いる中、ＴＰＰがもたらす富良野農業への影響について

市長の見解を伺います。 

 さらに、富良野市農業計画に及ぼす影響について、ど

のように捉えているのかも伺います。 

 同時に、このような情勢のもとで、今後の富良野農業

の目指す姿の基本的な考えについてお伺いします。 

 また、本格的な農業計画の検討段階に入ろうとしてお

りますが、12月議会の農業計画の質問に対し、毎年、ロ

ーリングし、平成24年度は、人づくり、基盤づくり、シ

ステムづくり、産地づくりの４本柱を重点に計画の実現

の加速を図るために予算化を図ってきたと答弁しており

ますが、これまでの５年間、施策の評価、検証、今後の

課題の方向性を決める上で、この検証は大変重要なもの

だと思っておりますが、現行計画で推計をした数値と比

較して見える課題や実施した施策の問題について、６点

お伺いいたします。 
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 富良野市農業の課題として、農家人口、農家戸数の推

計から見える課題、農業就業人口から見える課題、担い

手育成と確保、農地対策、安心・安全農業の取り組み、

農村維持とコミュニティについてお伺いいたします。 

 次に、富良野・美瑛農業遺産の取り組みについてお伺

いいたします。 

 富良野は、北海道の中心に位置し、開拓の歴史は110

年と、日本の歴史から見るとまばたきのような瞬間的な

時間しか経過しておりませんが、富良野地域の経済、文

化、教育、官公庁の拠点地点として発展を遂げてきまし

たが、人口減少、少子高齢化、後継者不足、中心市街地

の活性化といった課題が存在しております。 

 しかし、富良野は、幸いにし、大雪山国立公園、東京

大学演習林、さらには富良野芦別道立自然公園に囲まれ、

遠くは夕張岳を望める自然豊かな環境に恵まれた農業・

農村地域であります。多くの人々は、自然の豊かさを実

感できる富良野を訪れ、癒やしの空間を楽しんでおりま

す。 

 このような事実にどのように向かうか。もっと私たち

はまちを知り、そして、かかわりあってまちづくりに多

くの人が参画し、いろいろな役割を担っていく中で、新

たな富良野が築かれると考えております。それが協働の

まちづくりの原点だと思います。そのためには、市民が

共有でき、わかりやすい目標で、市民それぞれの力が発

揮できる目標を掲げるべきだと思います。 

 私は、この恵まれた自然環境を生かし、富良野沿線１

市３町１村、美瑛を含め、国際連合食糧農業機関、ＦＡ

Ｏが認定する世界農業遺産登録への取り組み運動を行

い、そして、農業、農村の大切さ、食の安全、自然環境

の大切さを富良野から世界に発信しながら、市民みずか

ら、農業、食、自然を実感し、市民全体の取り組みによ

るまちづくりをすべきと考えておりますが、市長の見解

を伺い、１回目の質問を終わります。 

○議長（北猛俊君） 御答弁を願います。 

 市長能登芳昭君。 

○市長（能登芳昭君） -登壇- 

 岡本議員の御質問にお答えをいたします。 

 １件目の富良野市農業及び農村基本計画の取り組みに

ついて、現在策定の富良野市農業及び農村基本計画につ

いてであります。 

 まず、ＴＰＰが本市農業へ及ぼす影響につきましては、

北海道によりますと、小麦、てん菜、でん粉原料用バレ

イショが、全量、外国産に置きかわり、また、小豆、乳

製品、牛肉及び豚肉も非常に大きな影響を受けると試算

をしているところであります。本市におきましても、輪

作体系の崩壊や耕作意欲の減退などが懸念をされる状況

にある、このように判断をいたしているところでありま

す。現時点では、政府の成長戦略の実現性や実効性が判

断できない状況でありますので、市といたしましては、

ＴＰＰ交渉参加に反対という姿勢に変わりはございませ

ん。このことから、平成26年度からの新たな基本計画に

つきましては、ＴＰＰ交渉参加に反対している中でＴＰ

Ｐ締結を前提とした計画づくりをすることは困難であ

る、このように考えているところであります。 

 しかしながら、本市農業が目指す姿は、持続可能な農

業、農村であり、どのような情勢、農業構造になろうと

も、本市の農業及び農村の持続性を支えるのは人であり

ます。新たな基本計画の策定におきましては、基盤づく

り、システムづくり、産地づくりとともに、特に人づく

りに力を入れて検討を進めていく考えであります。 

 次に、富良野農業の課題と施策についての考えであり

ます。 

 これまで、現行基本計画の着実な推進に当たり、毎年

度、ローリング作業を行い、平成24年度から持続可能な

農業及び農村づくりを加速させるため、人づくり、基盤

づくり、システムづくり、そして産地づくりを重点取り

組みとしてきたところであります。新たな基本計画の策

定に当たりましては、しっかりとした現状認識が必要で

あることから、現在、内部で検証を行っているところで

あります。 

 その結果、富良野農業の課題と施策についての考えに

つきましては、まずは、担い手の確保に関してでありま

すが、農家人口、農家戸数、就業人口は大幅な減少を予

測しておりましたけれども、所得補償制度など国の施策

の効果もあり、現在までのところ、推計した減少数に至

っていない状況でございました。しかしながら、新規就

農者に関しましては、総数としては推計どおりと見込ま

れますが、農家後継者の就農数が確保できない分も新規

参入者で補った結果となっているところであります。ま

た、団塊の世代ジュニアの就農はほぼ済んだと思われる

ことから、今後、新規就農数を確保することはいままで

以上に困難になると見込んでいるところであります。こ

れらのことから、農業、農村を支える担い手の確保は、

今後も一層大きな課題として残っていると認識をいたし

ているところであります。 

 次に、地域の農業所得についてでありますが、一定の

低下を見込んでおりましたけれども、農産物の生産額自

体は減少傾向にあるものの、産地体制、生産基盤の強化、

ＪＡを中心とする６次産業化の取り組みがこれを下支え

し、維持されている状況にございます。 

 農地の集積に関しましては、担い手農家への集積が一

層進みましたが、面的集積は十分に進んでいないと考え

ております。現行基本計画では、面的集積を推進するた

めの新たなシステムの構築を目標に掲げていたところで

ありますが、十分、機能するシステムを構築できなかっ

たことによるものと考えており、一層の農作業効率改善
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のため、仕組みづくりを急ぐ必要があると考えていると

ころであります。 

 次に、安全・安心農業の取り組みに関しましては、Ｇ

ＡＰ、ＱＲコードなどの必要な条件整備、消費者との交

流を通じた信頼関係の構築、市内流通の確保など、ほと

んど計画時の目標を達したものと見ているところであり

ます。特に、ＧＡＰへの取り組みは、目標値を超えて浸

透し始めている状況にございます。４年前と比べますと、

いまでは、インターネットなどを活用し、誰でもが情報

を発信できる社会となっており、安全・安心の取り組み

について情報発信をしていく努力が一層必要である、こ

のように考えているところであります。 

 最後に、基本計画において新たな項目を立てて取り組

んだ農村問題に関しましては、農村実態調査等を通じて

地域との話し合いを進めたことなどを契機として、ＮＰ

Ｏ法人樹海の里ネットワーク、ジビエふらのなどの複数

の活動団体が設立されており、地域活性化に向けて動き

が出てきた、このように認識をしているところでありま

す。また、東山地区における集落再編、農地・水保全管

理対策や、中山間地域直接支払い対策を活用しての多面

的機能の維持活動など、地域住民は相当の努力をしてき

たものと評価をしているところであります。 

 農村人口につきましては、推計値を上回りましたが、

減少傾向にあることは変わらず、また、非農家率の上昇

といった課題は依然として残っている状況にございま

す。 

 今後、これら内部検証に基づく現状と課題につきまし

ては、７月に設置予定の農政審議会に提出をし、最終的

な検証結果としてまとめていただくとともに、関係者全

体の共通認識とした上で、その後の計画案作成を進めて

まいりたい、このように考えているところでございます。 

 ２件目の富良野・美瑛世界農業遺産の取り組みについ

てでございます。 

 世界農業遺産プロジェクトは、国際連合食糧農業機関、

通称ＦＡＯが、2002年に、グローバル化や環境悪化など

の影響により衰退の一途にある伝統的農業や文化、土地

景観の保全と持続的利用を図ることを目的に創設をさ

れ、次世代に継承すべき地域のシステムを認定するもの

で、これまでに途上国を中心に登録が進んでまいりまし

た。 

 日本国内では、2011年に、先進国で初めて、新潟県佐

渡島のトキと共生する里山、石川県能登地域の里山里海

の２地域のシステムが認定をされました。また、本年５

月には、熊本県阿蘇地域の野焼き、大分県国東半島宇佐

地域のクヌギ林とため池、静岡県掛川市などの茶畑の３

地域のシステムが伝統的農林業方法と土地利用を有する

地域システムと評価をされ、認定をされているところで

あります。国内のこれらの認定事例は、いずれも農業の

近代化と並行し、伝統的な農業、農法、農村文化や生物

多様性、農村景観など保全されており、かつ、その維持

に努めている地域のシステムとして認定されたものであ

ります。 

 認定のメリットといたしましては、国際的な知名度が

高まり、地域の農林産物に付加価値がつくとともに、観

光振興も図ることが期待できるものでありますが、富良

野・美瑛地域は、入植から百十数年と短く、伝統的な農

業、農法、農村文化として認められる可能性は極めて低

いものと考えているところであります。 

 しかしながら、今後とも、農業の大切さや食の安全・

安心などについて、本市から発信をしてまいりたい、こ

のように考えているところであります。以上であります。 

○議長（北猛俊君） 再質問はございますか。 

 ８番岡本俊君。 

○８番（岡本俊君） それでは、質問順に再質問してい

きたいと思います。 

 市長は、ＴＰＰがもたらす富良野市の農業への影響と

いうことで、国、道などの形でそれぞれ述べました。そ

れは、当然、富良野への影響があるという認識でありま

すが、実際に、道試算や国の試算、いろいろな試算があ

りますが、そういう中で実際に富良野に合わせた数値的

な影響、被害というのは、その分析においてそういう作

業が行われたかどうかであります。北海道全体について、

各ＪＡはそれぞれの地域における影響、評価について数

値を持って述べておりますが、富良野市に関して、市が

そういう作業を行ったかどうか、その点についてお伺い

いたします。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 経済部長原正明君。 

○経済部長（原正明君） 岡本議員の再質問にお答えし

ます。 

 ＴＰＰの富良野市における影響の試算というお話でご

ざいます。 

 ＴＰＰの関係については、いろいろ考え方がございま

して、国あるいは道の試算ということで数字が出ている、

あるいは、ＪＡとして出ているということでございます

けれども、市といたしましては、小さな地域の中で農業

の形態も違うということがありまして、それについての

数値化した試算は、現在のところ、していないというこ

とでございます。 

 なお、先ほど市長からお話をした影響する作物の作付

面積を申し上げますと、小麦で言うと1,806ヘクタールほ

ど、ビート、てん菜について言うと665ヘクタール、小豆

については61ヘクタールという面積を富良野市の場合は

有してございます。また、酪農についても、31戸4,716

頭、それから、肉牛についても４戸215頭、養豚について

も３戸3,187頭の飼育等をしている現状があるというこ
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とで押さえているところでございます。以上でございま

す。 

○議長（北猛俊君） ８番岡本俊君。 

○８番（岡本俊君） 面積的に言うと富良野は9,000ヘク

タールちょっとで、その中で、トータルでいくと、2,000

ヘクタールまではいきませんが、それに近い影響がある

と。そういう影響をどう分析していくかということもや

っていかなければいけないのでないか。 

 先ほど、市長は、農業計画の中ではそういうものは未

定だし、富良野市は反対だから、それを前提とした策定

をしないというのは理解したとしても、でも、一方では、

そういう影響があるということを認識しなければいけな

いと私は思うわけであります。それは、計画をつくる上

においての判断材料にとって大きなポイントになるので

ないかと思っております。 

 これらの影響について、改めてお伺いいたしますが、

ビート、そして麦、そういう部分が富良野農業の中にお

いても玉突き現象を起こすというふうに私は理解してお

ります。そういう２次的な影響についてどのように考え

ておられるのか、改めてお伺いいたします。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 経済部長原正明君。 

○経済部長（原正明君） 岡本議員の再々質問にお答え

いたします。 

 ＴＰＰの影響は、畑作物を中心に影響が大きいと。先

ほどは、具体的な作物の面積を申し上げました。一番大

きな問題としては、その作物に影響があるということは、

畑作、特に輪作体系が崩れるということを意味している

ということだと理解をしております。輪作体系が崩れま

すと、そこの土地で次に何をつくるか、そのつくる作物

もまたいろいろなものが出てくるだろうと。あるいは、

耕作意欲がなくなってくる、減退するということにあっ

ては、不耕作地の発生も懸念をされてきます。そうなっ

てきますと、２次的、３次的には、それらをもとにして

いる観光の問題、あるいは、関連産業の問題、そこで働

く人の問題というような課題がそれぞれ出てくると考え

ているところでございます。 

○議長（北猛俊君） ８番岡本俊君。 

○８番（岡本俊君） 先ほど市長はＴＰＰには反対だと

言っておりますが、なぜ反対なのかというところが、や

はり、我々にとってはよく見えていないところでありま

す。ＴＰＰには反対だというのは理解しますが、富良野

農業にとって、いまあるような被害、影響、そういうも

のがあるからＴＰＰに関して反対だという理論がそこで

組み立てられるのではないかと思っております。 

 そういう中で、ＴＰＰに関して、大きな富良野の農業

に対する影響があるということでありますが、そういう

ことを計画の中に盛り込まないと。では、計画の中で、

この５年間の中で、これからの農業情勢は、国の判断も

含めて流動的な部分もあると理解しますが、そういう大

きな変動になったときに、富良野市がいまつくろうとし

ている農業計画をそのまま持続するのか、それとも、そ

ういう大きな変化になったときに、新たな体制をとるた

めの計画をつくるのか、その辺の判断についてお伺いい

たします。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 経済部長原正明君。 

○経済部長（原正明君） お答えいたします。 

 先ほど市長から答弁させていただいたのは、ＴＰＰ締

結を前提とした計画づくりはしないということでありま

すので、ＴＰＰの影響について考えないということでは

ございません。ただ、現在のところ、ＴＰＰに参加した

後の影響はどの程度あるかということがわかっておりま

せん。また、国の成長戦略についても具体的なものがわ

かっていない中でありますので、そういうふうに御答弁

をさせていただいております。また、仮にそれが明確に

なった場合、そのことについては、そのときに判断をさ

せていただきたいと思ってございます。 

○議長（北猛俊君） ８番岡本俊君。 

○８番（岡本俊君） 先が見えないからという答弁とい

うのは、計画に取り組む姿勢の問題として、そういう大

きな変化があったときに、当然、見直しをかけなければ

ならない状況が起きたときには見直しをかけるというよ

うな理解でよろしいのでしょうか。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 経済部長原正明君。 

○経済部長（原正明君） お話し申し上げたとおり、そ

の段階で判断をするということになろうかと思います。 

○議長（北猛俊君） ８番岡本俊君。 

○８番（岡本俊君） よくわからないのです。 

 判断をするということは、見直さないこともあるし、

見直すこともある、そのまま行くと、そういうことなの

でしょうか。それとも、農業計画に関しては、そういう

いろいろな要素を要因として幅を持った農業計画をつく

るから大丈夫なのだと考えてよろしいのでしょうか。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 経済部長原正明君。 

○経済部長（原正明君） 御質問にお答えいたしますけ

れども、影響がどの程度あるかということがわからない

中で、いま、お話をさせていただいています。影響が大

きい、そのときに見直さなければだめだという判断をす

る場合と、富良野農業に対する影響については想定より

も違う形だ、あるいは、国の対策、政策が富良野農業に

合ったものになっているということで影響が少ないと

か、いろいろな状況があるということでございますので、

それらについてその段階で判断をさせていただきたいと
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いうことでございます。 

○議長（北猛俊君） ８番岡本俊君。 

○８番（岡本俊君） 先の見えない話をして恐縮ですが、

そういう本当に先の見えないいまの農業情勢の中で、富

良野農業の目指す姿ということで質問させていただきま

した。 

 持続可能な農業、農村を目指すということで、その中

で、人づくり等を含めて、システムづくりなどいろいろ

な答弁がありましたが、私は、このイメージというのは、

先ほど後段に世界遺産の話をさせていただきましたが、

やはり、富良野の農家、そして、農業者が一つの目標に

向かってみんなで力を合わせるようなことを、いま、発

信しなければいけないのではないかという思いで質問し

ているわけです。ですから、持続可能な農村、それはわ

かります。その先に、富良野農業はこういう未来がある

のだよというようなことを、やはり、いま、示さないと

いけないのでないかと私は思っているわけです。 

 過去、いまの鎌田保健福祉部長と一緒に、今議員も行

きましたが、九州の日田市、昔で大山町と言うところが

ありました。そこでは、「梅栗植えてハワイに行こう！」

ということで、まちづくり、そして農村づくりをやった

というような事例があり、私も若かったので大変感動し

まして、やはり、こういう目標を持たなけれればいけな

いのではないかという思いでずっとやってきたわけであ

ります。いままでの富良野市の農業計画でいくと、そう

いうように多くの人に理解できるような、見えるような

形で、そして、希望の持てるような形での農業計画を発

信しなければいけないのではないかという思いで質問し

たわけです。 

 ですから、基本的な考えというふうに聞いたからこう

いう答弁になったのでないかと思いますが、やはり、こ

ういう持続可能な農業、農村において、先ほど言ったよ

うに、多くの市民も農業を理解し、そして、農業者もそ

れに向かって邁進できるような、そういう農業計画でな

ければいけないのでないかと思いますけれども、その点

について改めてお伺いいたします。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 市長能登芳昭君。 

○市長（能登芳昭君） 岡本議員の再々質問に、私のほ

うからも補完的にお答えをさせていただきたいと思いま

す。 

 いま、岡本議員のお話の中で、一つは、大きく将来の

理想的な計画というお話がございました。当然、それぞ

れ農業で生きる方々のための将来の展望ということと、

やはり、富良野市の基幹産業をどう構築していくかとい

うのが大きな計画の狙いになってくるわけであります。 

 そういう観点の中で、先ほどＴＰＰの影響の問題で富

良野市の見解と、こういうようなお話しもございました

けれども、現実的に、まだ、どういう状況になるかわか

らない状況の中でこれを判断するというのは大変危険性

もあるということで御理解を願いたいと思います。行政

の発信する内容というのは、現実的には大変大きな影響

があるわけですから、そういう計画を立てる段階の中で、

いろいろな角度で方策をし、審議会にもいろいろな方々

を取り入れた中で総合的なものをつくり上げるというの

がこの計画のあり方だと私は認識をいたしております。 

 この５年間を振り返ってみまして、先ほど答弁させて

いただきましたけれども、国の政策によって、補助事業

なり、あるいは、それぞれ生産組合に対しての国の補助、

あるいは個人的な補助、こういうことが併合しながら富

良野農業の農家の方々を支えてきているということも事

実であります。現実的な問題として、そういう現状を押

さえた中で、将来の富良野農業というのは、先ほどから、

前５カ年の中で、人づくりなり、あるいは、生産の基盤

づくりなり、労働のシステムづくりなり、安全・安心の

産地づくりと、こういう大きな課題の取り組みの中で少

しでも前進できるようにと、これは、農家の方々も理解

してもらわないと、市だけ架空の計画を立てて実施する

わけにはいかないわけであります。ですから、そういう

審議会のあり方というのは、５カ年のいろいろな反省の

もとに、あるいは、将来の展望に立ったときに、国の農

業施策というものはどういう方向に進んでいくかという

ことが現段階では見えない状況だというふうに私は判断

をいたしております。ですから、そういう形の中で、ロ

ーリング方式をとる状況が生まれてくるでしょう、恐ら

く。 

 ですから、そういう計画的なものを含めた中で十分精

査をしながら、検討し、それぞれ農家の代表、関連する

代表の中から、審議会で十分議論をした上で計画の方向

づけをしていきたいというのが現在の考え方でございま

すので、その点、ひとつ御理解を賜れば幸いでないか、

このように思うところであります。 

○議長（北猛俊君） ８番岡本俊君。 

○８番（岡本俊君） そういう手法というのは、いま、

当然、理事者として、地域の農業を含めて、政策を担う

トップでありますから、そういう部分というのは十分理

解できます。手がたく物事を進める、そういう部分も十

分に理解しますが、しかし、いま、こういうように混沌

として、市長も言われたようにこれから先がよく見えな

い中で、農家の皆さん頑張ろうよと、そのためには、ま

ず、農業の担い手対策が必要ですし、労働力を確保する

システムが必要ですよと、そういう積み上げの中で、農

家というのか、農業者に理解してもらえるような農業計

画を、いま、つくらないといけないのでないかというふ

うに思います。 

 行政的な手法の説明というより、行政的な課題を表現
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しながらつくる農業計画、そういう計画も、いままでそ

ういう手法でしたから、それはそれとしてですが、いま

だからこそ、富良野の農業の将来に対して、富良野市民

が、そして農業者が一緒になるようなキャッチコピーを

つくって、そして、このために市としては人づくり、シ

ステムづくり、産地づくり、そして、そういう基盤づく

りをやりますよと、そういうほうが多くの農家の皆さん

の賛同を得やすいのではないかと私は捉えているわけで

すが、いかがでしょうか。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 市長能登芳昭君。 

○市長（能登芳昭君） 私の考え方と岡本議員の考え方

は、何も変わってはいないと考えております。 

 現実的に、行政が行うというのは、個々の農家が、ま

ず、自分の耕地面積をどう生かして生産性を高めていく

か、そして、農業所得を上げるかというのは、個々の農

家がそれぞれ判断していただかなければならないという

ことであります。行政は、個々の農家まで、そこまでタ

ッチするような状況には至らないというのが私の考え方

であります。行政そのものは、農業の関係につきまして

も、私どもは、きのう、おとといの御質問にもそれぞれ

お答えさせていただいておりますけれども、農村観光、

そして環境都市形成というものをそれぞれ融合させると

いうことは、農業は農業のあり方の中で、その積み重ね

と、観光に与える、６次産業化に与えるような状況、あ

るいは、環境として構築できるもの、そういうものが１

年１年積み重なっていって、富良野の将来展望における

農村観光環境都市形成が確立できる状況づくりをしてい

くというのが私の考え方でございます。ですから、いま、

これからの農業計画をつくるという段階で、過去の５年

間のものは反省するものは反省する、しかし、その中で、

絶対にやらなければならないものというのは、人づくり

が基本であるということを先ほど答弁させていただいた

わけであります。 

 ですから、来年度の計画については、人づくりについ

ての積極的な対応というものを私自身も明確に計画の中

でうたって、そして、先ほどから御質問ございますが、

後継者なり、あるいは第三者継承なり新規就農者なりが

喜んで富良野でそういう状況ができる、そういう農業を

目指していかなければならないというのが、この計画を

つくるに当たっての最終の大きな基本的な考え方である

ということでございます。 

 ですから、それぞれ御意見がございますけれども、で

きる状況で判断できるものについては、その状況を十分

推測するなり、あるいは、過去の実績をそれぞれ十分勘

案しながら計画というものを判断していかなければなり

ません。しかし、それには、国の農業施策というものが

どういう状況になるのか、はっきりしたものが見えない

状況の中で市の単独の計画を立てるというのは、先ほど

御答弁させていただいた中で、国が保障できる補助事業

というものをこれから存続してやっていただける状況に

なるのか、あるいはまた、自立してやっていかなければ

ならない問題なのか、こういう問題もやはり整理をして

おかなければ、現実的ないまの農業のあり方というもの

が大変な状況になっていくこともございます。そういう

ことも踏まえながらこの計画というものをつくっていく

のが基本になるだろう、私はこのように考えているとこ

ろでございます。 

○議長（北猛俊君） ８番岡本俊君。 

○８番（岡本俊君） この問題について、最後にしたい

と思いますが、いま、市長は、答弁の中で、喜んで農業

ができる富良野というような言い方をこうしました。で

すから、そういうものを前面に出して、そして、富良野

市は、人づくり、システムづくり、そして基盤づくり、

産地づくりをするのだと、そのために、いま、市長が言

われた国の政策等を含めて、いろいろな形での情報を集

積して、最大限の役割を行政が果たすのだというような

形のほうが、これからの富良野農業にとって、アプロー

チの仕方なのですが、そういう表現のほうが多くの農家

の皆さんにとって理解できるのでないかと思って私は言

っているのです。ですから、いま、市長が言っているよ

うに、喜んで農業ができる富良野を目指すというような

形での目標を定めて、それに対していろいろな施策をつ

くっていく、そういうピラミッド方式の計画のほうが、

これから若い人たちにとって一番理解しやすい農業計画

のスタイルになるのでないかという思いでこう言ってい

るわけであります。 

 引き続きですが、農業計画において、いま、人づくり

ということがございましたが、人づくりの中で、先ほど

言われたように、農家の皆さんの子弟が就労する部分が

少なくなっている部分ですが、富良野市には、緑峰高校

の中に農業専攻科という専攻科がございますが、そこに

は、富良野で農業就労を目指すお子さん、そして、沿線

の農家の子弟の皆さんが入学し、そして学んでいるわけ

であります。そういうふうに学ぶ場は人づくりにとって

大きな拠点になるのでないかと私はいま考えているとこ

ろでありますが、そういう部分において、緑峰高校の専

攻科の存続というのは、やはり、大きな課題になるので

はないかというふうに考えております。そのためには、

やはり、生徒にしっかりと通ってもらう環境づくりも必

要でないかと思っておりますが、総合計画における人づ

くりの中でのそういう視点というのは、お持ちなのかど

うか、お伺いいたします。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 経済部長原正明君。 

○経済部長（原正明君） 御質問にお答えいたします。 
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 人づくりは非常に大切だということを、先ほどから市

長も答弁させていただいておりますし、私ども担当のほ

うでも、それが基本になる、その基本のもとに基盤づく

りやシステムづくり、産地づくりということをしっかり

やっていきたいということでありますので、担い手対策、

人づくりについてはしっかりやるということを決意して

いるところでございます。 

 具体的に、緑峰高校の農業特別専攻科の存続というこ

とについては、道内で２カ所の農業特別専攻科でござい

ますので、これについては、富良野農業を支える諸先輩

方の皆さんもそちらを修了されております。ぜひ、そこ

での技術の座学、あるいは技術の継承、仲間づくりとい

うことで必要なところだと認識しておりますので、そち

らについても、十分、配慮、検討していきたいと思って

ございます。 

○議長（北猛俊君） ８番岡本俊君。 

○８番（岡本俊君） 学ぶ場所というのは大変必要で、

基礎的な農業等を含めて、なかなか学ぶ場所というのは

少ない。農業専攻科も全国で３カ所で、そのうちの二つ

が北海道にある、その一つが富良野という部分で、大変

に貴重な学びやだと私は思っておりますので、それに関

して、やはり、具体的な支援、そして対策等をいまお持

ちならお聞かせを願いたいと思います。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 経済部長原正明君。 

○経済部長（原正明君） 人づくりの関係につきまして

は、新たな基本計画の中でしっかりと体系づくりをして

いきたいと考えておりますので、その中で、緑峰高校の

農業特別専攻科についても盛り込んでいきたいと。ただ、

具体的にこういうような補助をする、そういうところま

でのことは、現在のところはございませんが、今後、そ

れについてどうしたらいいかということについては、検

討してまいりたいと思ってございます。 

○議長（北猛俊君） ８番岡本俊君。 

○８番（岡本俊君） 担い手対策、人づくりということ

は基本でございますので、ぜひ、専攻科が今後とも地域

農業にとって必要だということを改めて認識しながら、

施策を進めていくべきだと改めて思っているところでご

ざいます。 

 次に、世界農業遺産のことについてお話しさせていた

だきます。 

 私は、この問題というのは、我々の会派の中で議論し

た中で、やはり、我々富良野にとって、一つの大きな目

標だと。先ほど言ったように、農業計画の中でも触れま

したが、目標を持って、そして、それに向かって邁進す

るということが必要で、それは多くの市民の皆さんと共

有できます。そういう部分では、富良野、この沿線含め

て、環境、農業、そして観光にも影響力の大きい世界農

業遺産を目指す、そういう中でのまちづくり、人づくり

というのがあってもいいのでないか。そして、そのため

にいろいろな努力をしなければいけないと思っておりま

す。富士山の世界文化遺産登録も、最初はなかなかうま

くいかなかったけれども、やはり、時間をかけて、市民

運動、そして多くの人たちの支えでそうなりました。ま

た、東京オリンピックも、東京都にオリンピックをもう

一回というのも、やはり、一つのインパクトのある出来

事であり、それに対して多くの都民が、そして国民が協

力する、私はそういうことが富良野にあってもいいので

ないか、いま、そう思っているわけであります。 

 先ほど言ったように、農業遺産というより、こういう

手法でのまちづくりということが、いま、求められてい

ると思っているところでございますが、改めて、この点

について御答弁願いたいと思います。 

○議長（北猛俊君） 御答弁願います。 

 経済部長原正明君。 

○経済部長（原正明君） 岡本議員からは、世界農業遺

産に限らず、市民が、あるいは農業者が心を一つにでき

るキャッチフレーズなり目標をつくって、まちづくりあ

るいは農業をやっていったらどうかというような御提案

と思ってございます。 

 わかりやすい表現で心を一つにするということは、そ

れは必要なことと思っておりますので、今回の農業計画

の策定に当たっても、そのようなことについて、農政審

議会の中でも議論をさせていただきたいと思ってござい

ます。 

 ただ、世界農業遺産につきましては、メリットのお話

もありましたけれども、申請をした以上は、その伝統的

な農法を守るということが義務づけられて、その報告を

ずっとしていかなければだめだということで、近代的な

農業を進めていくということとはなかなか並行できない

ということもございますので、そういう取り組みについ

ては、メリット・デメリット等をそれぞれ考えながら、

取り組んでいくのか、しないのかということも考える必

要があると思ってございます。 

○議長（北猛俊君） ８番岡本俊君。 

○８番（岡本俊君） やはり、こういう運動しながら、

この雄大な自然、そして、こういう景観を守る、丘での

農業、そして、いまあるいろいろな風景を守るという部

分では、一つの歯どめになるのではないかという私の思

いで質問させていただきました。これからのまちづくり、

そして農業計画において、ぜひ、私が言ったようなこう

いう視点での議論をしながら農業計画をつくって、そし

て、富良野の将来につなげていただきたいというふうに

思います。以上です。 

○議長（北猛俊君） 以上で、岡本俊君の質問は終了い

たしました。 
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───────────────────────── 

散  会  宣  告 

───────────────────────── 

○議長（北猛俊君） 以上で、本日の日程は終了いたし

ました。 

 明20日は、議案調査のため、休会であります。 

 21日の議事日程は、当日配付いたします。 

 本日は、これをもって散会いたします。 

 

午後０時00分 散会 
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